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[背 景]

鎮静薬はせん妄の原因となり、特に深い鎮静は

せん妄の誘因となる。せん妄対策を目 的と し、当

|淀重症病棟患者のせん妄発生状況と鎮静レベルに

関して調査を行った。

[対象と方法1

2004年 6月-2006年 12月に、当院重症病棟で

麻酔科医師による呼吸管理を受けた患者 1227例に

対し、せん妄の有無 年齢・在主H数・男女比を

調査n 鎮静レベルの調査では、化窒口数 7-30円

の症例に対し、 .'lil比で使用している東北大式スコ

アバに力IJえ、看護記録から RamsaySedation Scale (以

卜RSS)に換算したスコアを使用し、相闘 を比較。

各スコアは 3以ドの群と 4以上の群に分類し、せ

ん妄の発生 年齢 -在室H数・男女比を比較。

注)東北大式スコア

1 覚醒している

2 うとうとしている

3 睡眠しているが呼びかけに応じる

4 完全に熟睡しており呼びかけに応じない

5 強い痛みでも覚醒しない

[結果1

1227例中、せん妄を認めた症例は 327例 (26.7%)

で、有意に年齢が高く (63.2-50.1歳)、在室 日

数が長く(13.6-9.0日)、男性に多かった (236: 

91 -591 : 309)。在室日数 14日以上では、 228例

中90例 (39.5%)にせん妄を認め、年齢が高かっ

た (67.5-53.4歳)。東北大式スコアと RSSでの

回帰分析では R2=0.33と弱い正の相関を示した。

東北大式スコアにおける、在室日数 7- 30日の比

較では、 3以下の鎮静群と 4以上の鎮静群に、せ

ん妄の発生 -年齢 -在室日数-男女比での有意

差はな かった。RSSにおける、在室日数 7- 30 

日の比較では、 4以上の群に有意にせん妄が多 く

(51.6%)、年齢が高い(69.6-59.8歳)結果となった。

在室日数 7- 13日では、 4以上の群で有意に年齢

が高かった (70.4-62.0歳)が、せん妄の発tEに

有意差。はなかった。He<五 U数 14-30 f::Iでは 4以
lの群でせん妄発生が多 く (70.5'k)、fド齢がおかっ

た (68.0-53.4歳)v 

[考察]

年齢が高 く、 在室日数が長いほ どせん妄を発生

しやすい傾向がある。RSSにおいては、 4以上の

深い鎮静で在室日数が長いほどせん妄を生じやす

く、さらに年齢が高い傾向を持つ。このことから

深い鎮静、長い在室 日数、高齢はせん妄のリスク

ファクタ ーであ ると考えられた。東北大式スコア

は RSSとの相関は認めるが、鎮静レベルはせん妄

発生と関連していない。これは東北大式スコアを

用いた鎮静レベル管理ではせん妄対策には不十分

であることを示しており、その原因として、各ス

コアの換算が RSSに対して妥当でないことが考え

られ、鎮静 レベルに よるせん妄対策には RSSの使

用が妥当と考えられた。




